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大学院全体
1 　理念・目的
　東北学院大学大学院は、キリスト教による人格教育を基礎として、学術の理論及び応用を教授
研究し、その深奥を究めて、広く文化の進展に寄与することを目的とする。
2　教育目標
　東北学院大学大学院は、その理念・目的を達成するため、次に示す事項を達成することを目標
とする。
１�．幅広い視点と隣人愛を身につける。
２�．専攻分野の諸問題に関する幅広い視点及び基礎知識を身につける。
３�．専攻分野に関する高度な専門知識を有し、専攻分野の諸問題について理論的、実証的に分析
し、その結果を社会貢献に活かす。
４�．専攻分野に関する研究課題について、専門知識を活用して課題解決策を提案し、その思考方
法と研究成果を公表する。

Ⅰ　文学研究科
《文学研究科》
1 　理念・目的
　キリスト教による人格教育を基礎として、文化と歴史の観点から、複雑に絡み合い、多様な形
態をみせる人間個々人とそれが構成する社会の過去と現在を理解する能力を有するための教育と
研究を展開する。
2　教育目標
　複数教員による指導体制と学際的な研究体制に基づき、高度の専門的知識と能力を有する職業
人の養成及び国際的な評価にも耐えうる研究能力の養成を目的とする教育と研究を展開する。

《英語英文学専攻博士前期課程》
1 　理念・目的
　主として英米文学や英語学に関わる先端的な理論を含む多様な知見の修得及び精密な原典読解
を通して、独創的な研究活動の涵養を目指すとともに、教員をはじめとした専門的職業人として
社会に貢献できる人材を養成する。
2　教育目標
１�．複数教員による指導体制を採りながら、英米文学、英語学・言語学、英語教育学・応用言語
学の分野に関わる多様な研究の紹介や最新の理論の分析などを通じて、幅広い視点と基礎的な
知識を修得させながら、創造性豊かな専門的研究能力を身につける。
２�．原典の精密な読解や分析及び高度な専門知識をもって、英米文学、英語学・言語学、英語教
育学・応用言語学に関わる専門教育等において、地域社会やグローバルな場で貢献しうる能力
を身につける。
３�．オリジナリティ溢れる研究成果を積極的に発表することを奨励し、研究意識を向上させ、専
門的研究分野へ学問的に貢献できる能力を身につける。

《英語英文学専攻博士後期課程》
1 　理念・目的
　主として英米文学や英語学に関わる先端的な理論を含む多様で学術的な価値のある知見の修得

各研究科の理念・目的、教育目標
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及び精密な原典読解を通して、独創的な研究活動の涵養を目指すとともに、教員をはじめとした
専門的職業人として社会に貢献し、学際的かつ高度な研究を自立して継続的に遂行できる人材を
養成する。
2　教育目標
１�．複数教員による指導体制を採りながら、英米文学、英語学・言語学、英語教育学・応用言語
学の分野に関わる多様な研究の紹介や最新の理論の分析などを通じて、創造的かつ高度な専門
的研究能力を身につける。
２�．英米文学、英語学・言語学、英語教育学・応用言語学に関わる専門教育等において、高度な
専門知識を活用して積極的に地域社会やグローバルな場で貢献しうる人材を養成するととも
に、学際的かつ高度な研究を自立して継続的に遂行できる能力を身につける。
３�．オリジナリティ溢れる研究成果を積極的に発表することを奨励し、高度な専門知識をもって
専門的研究分野に貢献できる能力を身につける。

《ヨーロッパ文化史専攻博士前期課程》
1 　理念・目的
　キリスト教を基盤とするヨーロッパ文化を歴史的に考究し高度の専門的知識を修得することを
基本理念とし、これによって、グローバル化した現代世界について的確な判断と能力を持った人
材を養成する。
2　教育目標
１�．複数教員による指導体制の下、一次史料に基づいたヨーロッパの文化と歴史に関する幅広い
視点、基礎知識を修得させる。
２�．演習・論文指導などを通じて、主体的で独創的な問題設定と問題解決能力を向上させる。
３�．研究成果を国内外の学会や学術誌に発表することを促し、グローバルな研究意識を高める。
４�．グローバル・スタンダードの教養を身につけさせ、多様な分野で社会貢献できる専門的職業
人を育成する。

《ヨーロッパ文化史専攻博士後期課程》
1 　理念・目的
　キリスト教を基盤とするヨーロッパ文化を歴史的に考究し極めて高度な専門的知識と研究力の
修得を基本理念とする。これにより、ヨーロッパ文化史領域において独創性のある高度な研究を
自立して遂行できる人材を養成する。
2　教育目標
１�．複数教員による指導体制の下、一次史料に基づいたヨーロッパの文化と歴史に関する学際的
研究方法と高度な専門知識を修得させる。
２�．演習・論文指導などを通じて、主体的で極めて独創的な問題設定と問題解決能力を向上させる。
３�．研究成果を国内外の学会や学術誌に発表することを強く促し、高度かつ独創的な専門研究意
識を高める。
４�．グローバル・スタンダードの教養を身につけさせ、多様な分野で社会貢献するとともに独創
的な研究能力のある専門的職業人を育成する。

《アジア文化史専攻博士前期課程》
1 　理念・目的
　日本とアジア各地の歴史と文化について、専門的で学術的な価値のある知見を備え、地域研究
を重視しながら、国家や民族を越えた広い視野に立って深く思考し、学際的かつ高度な研究がで
きる人材を養成する。�
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2 　教育目標
１�．複数教員による指導体制の下、日本とアジア各地の歴史と文化に関する幅広い視点及び基礎
的な知識を修得させながら、専門的で学際的な研究能力を身につける。
２�．日本とアジア各地での原典調査と実地調査の実践を促し、独創的な問題設定と独自の問題解
決能力を修得させながら、専門的な教育と研究に関わる地域社会の多様な分野で活躍しうる人
材を養成する。
３�．研究成果を国内外の学会や学術誌で積極的に発表することを奨励し、グローバルな研究意識
を向上させ、高度な専門的知識と能力を有し、それを活用する人材を養成する。

《アジア文化史専攻博士後期課程》
1 　理念・目的
　日本とアジア各地の歴史と文化について、極めて専門的で、学術的な価値のある知見を備え、
地域研究を重視しながら、国家や民族を越えた広い視野に立って深く思考し、学際的かつ高度な
研究を自立して継続的に遂行できる人材を養成する。
2　教育目標
１�．複数教員による指導体制の下、日本とアジア各地の歴史と文化に関する先端的で高度な研究
方法と知識を修得させながら、専門的で学際的な高い研究能力を身につける。
２�．日本とアジア各地での原典調査と実地調査を自ら実践し、独創的な問題設定と独自の問題解
決能力を修得させながら、専門的な教育と研究に積極的にたずさわる自立した人材を養成する。
３�．研究成果を国内外の学会や学術誌で積極的に発表することを奨励し、高度な専門的知識と能
力をもって国際的に通用しうる研究能力を涵養し、日本やアジア各地の教育や研究等で指導的
役割を果たしうる専門的職業人を養成する。

Ⅱ　経済学研究科
1 　理念・目的
　経済学研究科は、キリスト教による人格教育を基礎として、経済学の知識を修得することによ
り社会の発展に寄与し、課題解決力に富む人材、地域経済の推進力となって活躍する人材を養成
する。
2　教育目標
　経済学研究科は、理念・目的に示した人材を養成するために、次の事項を達成することを目標
とする。
１�．経済・社会の諸問題に関して多角的かつ専門的な知識を有する。
２�．経済・社会の課題を解決する政策を提案できる能力を有する。
３�．学術研究の成果を専門家として発表できる力を有する。

《経済学専攻博士前期課程》
1 　理念・目的
　経済学専攻博士前期課程は、経済・社会の諸問題に関する多角的な視点及び基本的な知識を持
ち、理論的、実証的又は歴史的に分析し、課題解決策を提案できる人材として、研究者、教員、
専門職員、企業人など幅広い人材を養成する。
2　教育目標
　経済学専攻博士前期課程は、理念・目的に示した人材を養成するために、次に示す教育を行う。
１�．経済・社会の諸問題に関する多角的な視点及び基本的な知識を身につける。
２�．経済学に関する高度で専門的な知識を有し、理論的、実証的又は歴史的に課題解決策を提案
することによって社会に貢献できる能力を身につける。�
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３�．経済学の知識を活用して得られた研究成果を公表し、専門的で学術的価値のある知見を得る。

《経済学専攻博士後期課程》
1 　理念・目的
　経済学専攻博士後期課程は、経済・社会の諸問題に関する多角的な視点、高度な知識及び理論的、
実証的又は歴史的に高度な分析能力を持ち、課題解決策を提案できる経済の推進力となる研究者、
教員、専門職員、企業人など幅広い人材を養成する。
2　教育目標
　経済学専攻博士後期課程は、理念・目的に示した人材を養成するために、次に示す教育を行う。
１�．経済・社会の諸問題に関する多角的な視点及び高度な知識及び思考力を身につける。
２�．経済・社会の事象や問題に関する高度で専門的な知識を有し、理論的、実証的又は歴史的に
課題解決策を提案することによって社会に貢献できる能力を身につける。
３�．経済学の知識を活用して得られた研究成果を公表し、自立した研究者として必要な高度に専
門的で学術的価値のある知見を得る。

《経済データサイエンス専攻修士課程》
1 　理念・目的
　経済学研究科は、キリスト教による人格教育を基礎として、経済学の知識を修得することによ
り社会の発展に寄与し、課題解決力に富む人材、地域経済の推進力となって活躍する人材を養成
する。経済データサイエンス専攻修士課程は、経済・社会の諸問題に関する多角的な視点及び基
本的な知識を持ち、経済学及び数理・データサイエンス・AI の専門知識やスキルを活用して課
題解決策を提案できる、地域経済の推進力となる人材を養成する。
2　教育目標
　経済学研究科は、経済・社会の諸問題に関する多角的な視点及び基本的な知識と、経済学に関
する高度で専門的な知識を有し、課題解決策を提案することによって、社会に貢献できる能力を
身につける。その知識を活用して得られた研究成果を公表し、専門的で学術的価値のある知見を
得る。
　経済データサイエンス専攻修士課程は、理念・目的に示した人材を養成するために、次に示す
教育を行う。
１�．経済・社会の諸問題に関する多角的な視点及び基本的な知識、数理・データサイエンス・AI
に関する専門的な知識及びスキルを身につける。
２�．経済・社会の諸問題に関する高度で専門的な知識を有し、計量的に課題解決策を提案するこ
とによって社会に貢献できる能力を身につける。
３�．経済学及び数理・データサイエンス・AI の知識を活用して得られた研究成果を公表し、専
門的で学術的価値のある知見を得る。

　本専攻はこの教育理念の下、様々な問題に直面する東北の経済社会の課題解決に資するべく、
経済学とデータサイエンスの領域を融合した「証拠に基づく政策立案」（EBPM）を実践する人
材を養成する。

Ⅲ　経営学研究科
《経営学専攻修士課程》
1 　理念・目的
　キリスト教による人格教育を基礎として、経営学の理論及び応用を教授し、専攻分野の研究能
力を養うことによって、研究者、教員、専門職、企業人など幅広い人材を育成し、社会の進展に
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寄与する。
１�．研究者・教育者を養成するだけではなく、経営に関する高度な専門知識（会計スペシャリスト）
及びマネジメント能力（ビジネス・マネジャー）を有する職業人をも養成する。
２�．経験を理論化しようとする人、解決しなければならない問題を抱えている人及び自らのキャ
リアを発展させようとしている人の研究課題をサポートする。

2　教育目標
　主指導教員及び副指導教員による教育の下、広い分野の学識を授け、高度の専門性を要する職
業等に必要な能力又は専攻分野における研究能力を養うために、次に示す教育を行う。
１�．修士論文を完成させる過程において、高度な専門知識を獲得する。
２�．企業経営者、組織体の管理者に必要な倫理、構想力、問題解決能力を身につける。
３�．古典的文献を通じた幅広い領域の理解及び基本的な概念の把握により、体系的に経営理論を
学ぶ。

Ⅳ　法学研究科
1 　理念・目的
　キリスト教による人格教育を基礎として、法学又は政治学の理論及びその応用を教授し、専攻
分野の研究能力を養うことによって、専門職業人、高度な専門知識を生かした企業人、高度な専
門知識を有する社会人、研究者など幅広い人材を養成し、社会の進展に寄与する。
2　教育目標
　法学研究科は、理念・目的に示した人材を養成するために、次に示す教育を行う。

《法律学専攻博士前期課程》
1 　理念・目的
　人間の尊厳への深い理解を追求しつつ、法学又は政治学についての先進的な研究を推進すると
ともに、法学又は政治学に関する体系的な、最新の知識とその応用力を備えた人材を養成する。
2　教育目標
１．法学又は政治学に関する幅広い視野、基本的な知識及び思考力を身につける。
２．法学又は政治学に関するいくつかの特定テーマについて専門的な知識を獲得する。
３．法学又は政治学に関する研究課題について、専門的で学術的な価値のある知見を獲得する。
４�．法学又は政治学に関する学術研究の遂行及び成果の公表にむけて、研究者として必要な知識、
技能、意識を身につける。

《法律学専攻博士後期課程》
1 　理念・目的
　人間の尊厳への深い理解を追求しつつ、法学又は政治学についての先進的な研究を推進すると
ともに、法学又は政治学に関する高度に専門的かつ体系的な、最新の知識とその応用力を備えた
人材を養成する。
2　教育目標
１．法学又は政治学に関する幅広い視野、専門的な知識及び思考力を身につける。
２�．法学又は政治学に関する研究課題について、高度に専門的で、学術的な価値の高い知見を獲
得する。
３�．法学又は政治学に関する学術研究の継続的遂行及び成果の公表にむけて、自立した研究者と
して必要な知識、技能、意識を身につける。
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Ⅴ　工学研究科
1 　理念・目的
　キリスト教精神と幅広い教養教育を基礎に、工学は人間の生活や社会に直接かかわる応用的科
学技術の分野であるという認識を前提として、人間と自然の調和、共生という観点に立ち、地域
社会発展に資する工学技術を推し進め、創意工夫を行う。この理念の下に、国民の健康で文化的
な生活を確保するとともに、人類の福祉に貢献する工学技術者を養成する。
2　教育目標
　工学研究科で行う教育は、次に示す事項を達成することを目標とする。
１．社会の変化、技術の進展に対応できる専門分野の基礎学力を持つ。
２�．高い倫理観を有し、新しい課題を自ら考え、かつ、実行する能力を有し、社会及び組織でリー
ダーシップが発揮できる。
３．自律心、隣人愛を有し、国際的に活躍できる。

《機械工学専攻博士前期課程》
1 　理念・目的
　機械工学専攻博士前期課程では、専門性を要する職業等に必要な能力と基本的な問題解決能力
を身につけ、社会人としての素養と倫理観を兼ね備えた信頼されるエンジニアを養成する。
2　教育目標
　機械工学専攻博士前期課程で行う教育は、次に示す事項を達成することを目標とする。
１�．機械工学分野に関連した幅広い基礎的知識を有し、それを活用して諸問題を解決できる能力
を身につけた上で、最新技術にも対応できる。
２�．機械工学関連分野について広い学識を有し、技術者として必要な倫理観をもって社会貢献で
きる。
３�．機械工学分野の専門的な業務従事者になるための研究遂行能力及びコミュニケーション・プ
レゼンテーション能力を向上させる。

《機械工学専攻博士後期課程》
1 　理念・目的
　機械工学専攻博士後期課程では、高度な専門性を要する職業等に必要な能力と自立して問題を
解決する能力を身につけ、科学技術の急速な進歩にも柔軟に対応できる国際的にトップレベルの
エンジニア及び研究者を養成する。
2　教育目標
　機械工学専攻博士後期課程で行う教育は、次に示す事項を達成することを目標とする。
１�．機械工学分野に関連した幅広い高度な知識を有し、それを活用して専門性の高い諸問題を解
決できる能力を身につけた上で、科学技術の急速な進歩にも柔軟に対応できる。
２�．機械工学関連分野について専門的な学識を有し、トップレベルの技術者としての高い倫理観
を合わせもって社会に十分貢献できる。
３�．機械工学分野の高度な業務に従事するスペシャリストになるための自立した研究遂行能力及
び国際的なコミュニケーション・プレゼンテーション能力を向上させる。

《電気工学専攻博士前期課程》
1 　理念・目的
　電気工学専攻博士前期課程では、電気工学が人間社会の科学技術と生活環境の進化を支える基
盤となっていることを深く理解し、急速に変化する社会の要求に応えるため、専門分野の研究を
通じて高度な自律心と実践力を備え、建学の精神に基づく倫理観と社会的な素養を身につけた創
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造性豊かな人材を養成する。
2　教育目標
　電気工学専攻博士前期課程で行う教育は、次に示す事項を達成することを目標とする。
１�．担当教員の指導の下で研究・開発を進めることにより、主体的、かつ、積極的な姿勢で考え
行動できる研究・開発能力や将来の技術に対する幅広い視点、基礎知識及び洞察力を身につ
ける。
２�．研究・開発を進める上で必要となる常識的な判断能力、情報収集能力及び表現能力を身につ
ける。専門分野に係わる高度な専門的知識を修得するとともに、これのみならず技術者として
の裾野を拡げるため、他分野の専門知識も積極的に修得する。更に専攻分野の諸問題について
理論的、実証的に分析し、その結果を社会貢献に活かす。
３�．ＴＡ制度や研究室内の後輩の研究指導等によりリーダーシップ能力を育成するとともに、研
究室活動、学会活動等により、社会人として必須な協調性を高める。専門知識を活用して課題
解決策を提案し、その思考方法と研究成果を公表する。

《電気工学専攻博士後期課程》
1 　理念・目的
　電気工学専攻博士後期課程では、電気工学が人間社会の科学技術と生活環境の進化を支える基
盤となっていることを深く理解し、急速に変化する社会の要求に応えるため、専門分野の研究を
通じて高度な自律心と実践力を備え、建学の精神に基づく倫理観と社会的な素養を兼ね備え、社
会の指導的地位で活躍できる創造性豊かな研究者・技術者を養成する。
2　教育目標
　電気工学専攻博士後期課程で行う教育は、次に示す事項を達成することを目標とする。
１�．担当教員の指導の下で研究・開発を進めることにより、主体的、かつ、積極的な姿勢で考え
行動できる研究・開発能力や将来の技術に対する幅広い視点、基礎知識及び洞察力を身につ
ける。
２�．研究・開発を進める上で必要となる常識的な判断能力、情報収集能力及び表現能力を身につ
ける。専門分野に係わる高度な専門的知識を修得するとともに、これのみならず技術者として
の裾野を拡げるため、他分野の専門知識も積極的に修得する。更に専攻分野の諸問題について
理論的、実証的に分析し、その結果を社会貢献に活かす。
３�．ＴＡ制度や研究室内の後輩の研究指導等によりリーダーシップ能力を育成するとともに、研
究室活動、学会活動等により、社会人として必須な協調性を高める。専門知識を活用して課題
解決策を提案し、その思考方法と研究成果を公表し、リーダーシップを発揮できる。

《電子工学専攻博士前期課程》
1 　理念・目的
　電子工学専攻博士前期課程では、急速な技術革新を遂げる電子工学分野の基礎的な実験手法と
専門知識を修得し、社会人としての素養と倫理観を兼ね備え、社会貢献できるエンジニアを養成
する。
2　教育目標
　電子工学専攻博士前期課程における教育は、次に掲げる事項を達成することを目標とする。
１�．工学技術者として必要な倫理観とそれを実社会で活用するための広範な知識及びマテリアル・
デバイス工学及び電子計測学分野に関する電子工学の先端的知識を修得させる。
２�．少人数教育による「工学特別演習」と「工学修士研修」の実践を通した研究遂行能力の鍛錬
を通して、研究遂行能力を向上させる。
３�．十分な英語コミュニケーション能力と自らの専門分野の文献調査及び発表能力を身につける。 
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《電子工学専攻博士後期課程》
1 　理念・目的
　電子工学専攻博士後期課程では、電子工学分野におけるより幅広くかつ高度な実験手法と専門
知識を修得するとともに、世界に貢献できる国際的にトップレベルのエンジニアを養成する。
2　教育目標
　電子工学専攻博士後期課程における教育は、次に掲げる事項を達成することを目標とする。
１�．工学技術者として必要な倫理観とそれを実社会で活用するための広範な知識及びマテリアル・
デバイス工学及び電子計測学分野に関する電子工学の先端的知識及び国際的に通用する見識を
身につける。
２�．少人数教育による「工学博士研修」の実践を通した研究遂行能力の鍛錬を通して、国際的に
第一線で活躍できる研究遂行能力を身につける。
３�．国際会議で齟齬なく意思疎通できる英語コミュニケーション能力と自らの専門分野の文献調
査及び発表能力を高める。

《環境建設工学専攻博士前期課程》
1 　理念・目的
　環境建設工学専攻博士前期課程では、地球及び地域環境を保全しつつ人々の生活を豊かにする
社会基盤を創造し、これまでに蓄積してきた社会資本を維持・管理する営みを発展させるため、
専門分野に関する学習・研究を通じて、高い自律心と実践能力、社会人としての素養と倫理観を
兼ね備えた、創造性豊かな技術者を養成する。
2　教育目標
　環境建設工学専攻博士前期課程における教育は、広い視野に立って学識を深め、志望する専門
分野に関する高度専門技術を修得するとともに、次に掲げる事項を達成することを目標とする。
１�．環境工学及び建設工学に関連する広範な専門基礎知識と技術を着実に修得し、さらに、専門
分野の先端的な知識を学び、理解する。
２�．ある問題に対する研究を通して自らの力で情報を収集し、評価・分析し、対応策を模索して
実践し、得られた結果を総括し、当該問題に対してよりよい改善策を提案して社会貢献に生
かす。
３�．研究成果を公に発表することにより、技術者としてのコミュニケーション能力、プレゼンテー
ション能力、プロジェクト管理能力などを修得する。

《環境建設工学専攻博士後期課程》
1 　理念・目的
　環境建設工学専攻博士後期課程では、地球及び地域環境を保全しつつ人々の生活を豊かにする
社会基盤を創造し、これまでに蓄積してきた社会資本を維持・管理する営みを発展させるため、
専門分野に関する学習・研究を通じて、高い自律心と実践能力、社会人としての素養と倫理観を
兼ね備え、社会の指導的地位で活躍できる創造性豊かな研究者・技術者を養成する。
2　教育目標
　環境建設工学専攻博士後期課程における教育は、専攻分野の研究者・教育者として必要な研究
能力、高度専門知識及び社会人として必要とされる工学他分野の知識を修得するとともに、次に
掲げる事項を達成することを目標とする。
１�．環境工学及び建設工学に関連する広範な専門基礎知識と技術を着実に修得し、さらに、専門
分野の先端的な知識を学び、身につけ、国際社会においても議論できる。
２�．ある問題に対する研究を通して自らの力で情報を収集し、評価・分析し、対応策を模索して
実践し、得られた結果を総括し、当該問題に対してよりよい方法等を提案し、よりよい改善策
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を提案し、安全・安心な社会や持続可能な社会環境の構築に貢献できる。
３�．研究成果を公に発表することにより、技術者としてのコミュニケーション能力、プレゼンテー
ション能力、プロジェクト管理能力などを修得し、リーダーシップを発揮できる。

Ⅵ　人間情報学研究科
1 　理念・目的
　人間情報学研究科は、キリスト教による人格教育を基礎として、社会情報学、行動情報学、生命・
情報学に関わる専門分野の理論及び応用を教授研究し、その深奥を究めて、広く文化の進展に寄
与することを目的とする。
2　教育目標
　人間情報学研究科は、理念・目的に示した人材を養成するために、次に示す教育を行う。

《人間情報学専攻博士前期課程》
1 　理念・目的
　人間情報学専攻博士前期課程では、人間情報学の諸問題に関する多角的な視点及び基本的な知
識と技能を持ち、その問題を理論的・実証的に分析し、得られた知見をふまえた課題解決策を提
案できる人材を養成する。
2　教育目標
　人間情報学専攻博士前期課程では、理念・目的に示した人材を養成するために、次に示す教育
を行う。
１�．学際性の重視：社会情報学、行動情報学、生命・情報学に地域情報学分野を加えたカリキュ
ラムによって、多様な専門領域の有機的連携を重視した学際性の高い教育研究を行う。
２�．社会貢献：望ましい情報化社会の実現に貢献する教育研究機関として、社会の要望に応える。
３�．知の実践的統合：地域社会の諸課題に取り組む社会人など、幅広い経験や背景を持つ者も大
学院学生として受け入れ、知の実践的統合を促進する。
４�．学際的な指導体制：異分野の教員も指導教員として加える研究指導体制により、１に掲げる
教育目標を実現する。

《人間情報学専攻博士後期課程》
1 　理念・目的
　人間情報学専攻博士後期課程では、人間情報学の諸問題に関する多角的な視点及び高度な知識
と技能を持ち、その問題を理論的・実証的に分析し、得られた知見をふまえた課題解決策を提案
できる自立した人材を養成する
2　教育目標
　人間情報学専攻博士後期課程では、理念・目的に示した人材を養成するために、次に示す教育
を行う。
１�．学際性の重視：社会情報学、行動情報学、生命・情報学に地域情報学分野を加えたカリキュ
ラムによって、多様な専門領域の有機的連携を重視した学際性の高い教育研究を行う。
２�．社会貢献：望ましい情報化社会の実現に貢献する教育研究機関として、社会の要望に高度な
解決策を提案できる。
３�．知の実践的統合：地域社会の諸課題に取り組む社会人など、幅広い経験や背景を持つ者も大
学院学生として受け入れ、知の実践的統合を促進する。
４�．学際的な指導体制：異分野の教員も指導教員として加える研究指導体制により、１に掲げる
教育目標を実現する




